
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：道路整備方針（都市計画道路整備プログラム）策定に係る調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：泉大津市 

 

 

 ３ 調査圏域：泉大津市管内 

 

 

 ４ 調査期間：令和６年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

泉大津市管内における未着手区間がある都市計画道路は、３路線である。その

３路線について、上位関連計画等の確認、社会経済情勢及び交通情勢等の分析を

基にした必要性・実現性の評価を行い、交通量推計結果を基にした費用便益分析

結果を行い、総合的に整備優先順位を決定する。さらに市決定の都市計画道路で

整備優先順位が高い路線を分割し、分割した区間においても交通量推計結果を基

にした費用便益分析結果を行い、総合的に整備優先順位を決定する。  



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称 

（泉大津市） 

道路整備方針（都市計画道路整備プログラム）策定に係る調査 

 

 

 ２ 報告書目次 

第1 章 業務概要     1-1 

1-1 業務名     1-1 

1-2 機関      1-1 

1-3 工期       1-1 

1-4 業務概要     1-1 

1-5 設計項目     1-2 

1-6 位置図（対象箇所）    1-3 

第2 章 都市計画道路整備方針 概要版  2-1 

2-1 概要      2-1 

2-2 泉大津市都市計画道路整備方針 概要版  2-1 

第3 章 都市計画道路整備方針 詳細版  3-1 

3-1 概要      3-1 

3-2 泉大津市都市計画道路整備方針 詳細版  3-1 

第4 章 都市計画道路整備方針 資料集  4-1 

4-1 概要      4-1 

4-2 泉大津市都市計画道路整備方針 資料集  4-1 

第5 章 申し送り事項    5-1 

5-1 交通量推計     5-1 

5-1-1 配分ソフト     5-1 

5-1-2 費用便益分析マニュアル   5-1 

5-1-2 供用年度     5-1 

5-1-4 事業評価について    5-2 

※第3章 都市計画道路整備方針詳細版は、「上位関連計画等の確認」、「社会経済情勢及

び交通情勢等の分析」、「カルテ作成」、「整備優先順位の決定」、「過年度道路整備

方針との変容要因考察」、「並行道路の課題整理」を含んでいる。 

※第 4 章 都市計画道路整備方針 資料集は、「交通量推計」、「費用便益分析」を含んで

いる。 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

   委員会等は設置していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

本市都市政策部において、平成 27 年度に『泉大津市内における道路整備方針』

（非公表）を策定している。その中で、都市計画道路の整備方針（整備優先順位）、

及び主要な市道（市決定都市計画道路含む）整備方針を策定し、本市の道路整備に

係る内部資料として活用してきた。 

今回、現在事業施行中である都市計画道路事業泉大津駅前通り線が、令和 10 年

度に完了予定であることから、次に着手する都市計画道路の区間を検討するため

に、改めて、社会経済情勢及び交通情勢等を分析し、都市計画道路の整備優先順位

等を取りまとめた『泉大津市都市計画道路整備方針』を策定し、今後の本市の都市

計画道路整備に係る内部資料として活用することを目的とする。 

 

 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 



 ３ 調査圏域図 

 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

■交通量推計 

 費用便益分析の基礎資料とするため、泉大津市の道路網について交通量推計を実

施しました。 

 

現況交通量配分は、現況配分対象ネットワークと、現況配分対象 OD 表を用いて、

現況交通量配分を実施し、配分結果がセンサス実測交通量と整合しているか、現況再

現性の確認を行いました。現況再現の結果としては、相関係数 0.963 となり、再現精

度の相関係数 0.9 以上を確保しています。 

現況ネットワーク： H27 年度末時点のネットワーク 

現況 OD 表： H27 年度道路交通センサス現況 OD を用い、ゾーン分割に対 

応した OD 表を作成 

 

将来交通量配分は、国土交通省より配布された平成 27 年道路交通センサスに基づ

く令和 22 年 OD 表を現況交通量配分で作成したゾーンに対応するよう分割あるいは

集約を行い、将来交通量配分を実施しました。 

将来ネットワーク： 令和 22 年度（2040 年）時点のネットワーク 

将来 OD 表：  国土交通省より配布された平成 27 年道路交通センサスに基

づく令和 22 年 OD 表を用い、ゾーン分割に対応した OD 表を作

成 

  

各路線における現況（H27）と将来（R22）の平均交通量は以下の通りです。結果と

して、対象路線を整備することで交通量は増加する結果となりました。 

・大津港我孫子線： 現況(H27)⇒平均交通量 652 台/日 

将来(R22)⇒平均交通量 4,215 台/日 

・南海中央線： 現況(H27)⇒平均交通量 5,085 台/日 

将来(R22)⇒平均交通量 8,355 台/日 

・助松式内線： 現況(H27)⇒平均交通量 1,211 台/日 

将来(R22)⇒平均交通量 5,440 台/日 



 



■費用便益分析 

 交通量推計の結果を用いて、都市計画道路の整備における費用便益分析を実施しま

した。なお、費用便益分析を行う目的が、対象路線の整備優先順位を決めることであ

ることから、供用年度（令和 22 年度）及び事業期間（10 年）の条件を同一に揃えて

分析を行うこととしています。 

費用便益比の結果は以下のとおりであり、助松式内線の整備効果が高いと考えられ

ます。 

・大津港我孫子線：0.58 

・南海中央線：0.82 

・助松式内線：1.14 

 

■必要性・実現性の評価（カルテ作成） 

カルテの評価項目は、必要性・実現性の評価と整備効果の評価で構成します。 

必要性・実現性の評価項目は、「都市計画（道路）見直しの基本方針（平成 23 年 3

月大阪府）」に記載がある項目をベースとし、本地域の実情を踏まえた評価項目を設

定したうえで、評価を行います。整備効果の評価は、交通量推計より算出した費用便

益分析の結果から評価を行います。 



 

 



 

 

 



 

 



■整備優先順位の決定（都市計画道路整備方針） 

カルテの結果より、整備優先順位は以下のとおりとなり、助松式内線の整備優先順

位が高くなりました。なお、大津港我孫子線は、都市計画法施行令第 9 条第 2 項第

1 号の規定により、大阪府が府道として都市計画決定している路線であるため、本方

針において参考扱いとします。 

 

都市計画道路の整備優先順位 

① （市決定）助松式内線  （総合評価 63.2 点 / 100 点） 

② （市決定）南海中央線  （総合評価 57.9 点 / 100 点） 

③ （府決定）大津港我孫子線 （総合評価 51.9 点 / 100 点）※参考 

 

 

  



 市決定の都市計画道路で最も整備優先順位の高い助松式内線をさらに 4 分割し、そ

の分割区間ごとにおいて費用便益分析を行い、分割した区間においても整備優先順位

を設定いたしました。 

 費用便益分析の結果、分割区間②の整備効果が高くなりました。 

 

助松式内線分割区間の整備優先順位 

① 分割区間② （B/C 2.84） 

② 分割区間④ （B/C 2.43） 

③ 分割区間③ （B/C 1.39） 

④ 分割区間① （B/C 0.80） 

 


